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結論とこの研究の意義 : 右の trapから来たBECの原子と左のBECから
来た原子の間にはYbungの実験におけるような相関は無い｡このことは､原子
を1個のみ観測した場合､確率分布が右からのBECと左からのBECの確率振
幅の和の絶対値 2乗 (I4'L(x)+¢R(Ⅹ)12)という項は無く単に右からの BEC
の確率分布と左からの BECの確率分布の和 (I¢L(Ⅹ)f2+I¢R(x)f2)とい
う古典的な確率の足し合わせであることに反映される｡一方 2個以上の観測で
は､予想される上式のような古典的な確率分布ではなく､干渉する項が現れて
くる｡本質は2粒子干渉に見られる "観測の過程どうしの干渉"なのである｡
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･先に述べたS依存性
⇒trapの形をもっとタイトに
･先に述べたt依存性.
⇒異なる観測時刻で干渉縞の
データを比較
･k依存性
⇒2つのtrapを隔てるLaserの
切るタイミングを変える
2依存性
⇒2つのtrapを隔てる
Laserの強度を
変える(これは見られている)
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